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１
９
８
４
年
、
世
界
湖

沼
会
議
の
第
１
回
会
議
が

「
世
界
湖
沼
環
境
会
議
」

と
し
て
滋
賀
県
大
津
市
の

琵
琶
湖
畔
で
開
催
さ
れ

た
。
第
１
回
目
の
テ
ー
マ

は
「
湖
沼
環
境
の
保
全
と

管
理
、
人
と
湖
の
共
存
の

道
を
さ
ぐ
る
」
と
し
、
琵

琶
湖
宣
言
と
し
て
採
択
さ

れ
た
。
以
来
、
公
益
財
団

法
人
国
際
湖
沼
環
境
委
員

会
が
現
地
機
関
と
し
て
協

力
し
、
約
２
年
に
１
回
、

世
界
の
湖
沼
や
流
域
で
起

こ
っ
て
い
る
環
境
問
題
に

つ
い
て
解
決
策
な
ど
を
議

論
す
る
場
と
し
て
世
界
各

地
で
開
催
さ
れ
、
今
日
ま

問　

世
界
湖
沼
会
議
を
誘
致
で
き
な
い
の
か

世界湖沼会議
の

誘致

国
・
県
と
十
分
な
連
携
を
は
か
り
、
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

答

環
境
部
長

答
　

世
界
湖
沼
会
議
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
・

米
国
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
中
国
・

イ
タ
リ
ア
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

デ
ン
マ
ー
ク
・
ケ
ニ
ア
・
イ
ン

ド
の
９
ヶ
国
で
開
催
さ
れ
、
日

本
で
は
既
に
３
回
そ
の
う
ち
２

回
が
滋
賀
県
大
津
市
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
回
の
第
17
回

は
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
開
催
国
決

定
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
続

け
て
同
じ
国
で
開
催
さ
れ
た

例
は
な
く
、
可
能
性
は
か
な

り
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

財
政
状
況
な
ど

を
勘
案
し
て
国

及
び
県
と
十
分

な
連
携
を
は
か

り
な
が
ら
見
極

め
た
う
え
で
考

え
ま
す
。

宮内　英明 議員

で
15
回
を
重
ね
て
、
第
16

回
目
は
本
年
11
月
７
日
か

ら
11
日
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国
バ
リ
島
に
て
開

催
さ
れ
る
。テ
ー
マ
は「
湖

沼
生
態
系
の
健
全
性
と
回

復
力
・
生
物
多
様
性
と
種

の
絶
滅
の
危
機
」
と
題
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
第
16
回

目
の
会
議
に
は
、
高
島
市

か
ら
２
名
が
出
席
し
「
び

わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し

ま
」
と
言
わ
れ
る
所
以
と

「
歴
史
的
な
水
文
化
」
の

維
持
管
理
・
保
全
の
た
め

の
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
端
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
披
露
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
世
界

的
な
水
質
源
問
題
が
顕
著

に
な
る
昨
今
、
こ
の
好
機

に
、
市
・
県
・
国
を
挙
げ

て
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
上
げ
、
山
紫
水

明
の
地
と
し
て
高
島
市
に

世
界
湖
沼
会
議
を
誘
致
で

き
な
い
か
問
う
。

BIWAKOおそうじ隊による湖岸の清掃風景

一般質問皆様の声を 高島市政に


